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(57)【要約】
【課題】　回転トルクの入力停止時、入力外輪に負荷さ
れた残留トルクを簡易な手段により解除する。
【解決手段】　回転トルクが入力される入力外輪１１と
、回転トルクが出力される出力軸１２と、回転が拘束さ
れた側板１３と、入力外輪１１と出力軸１２との間での
係合および離脱により、出力軸１２から逆入力される回
転トルクの遮断と入力外輪１１から入力される回転トル
クの伝達とを制御する複数の円筒ころ１６と、入力外輪
１１と出力軸１２との間で円筒ころ１６を保持する保持
器１７とを具備すると共に、側板１３に対して摺動回転
自在に取り付けられた摩擦板４５と、入力外輪１１と摩
擦板４５との間に設けられたリターンばね４６とを備え
、摩擦板４５に対する入力外輪１１の回転によりリター
ンばね４６を弾性変形させ、リターンばね４６の弾性変
形を維持した状態で摩擦板４５を入力外輪１１と一体的
に側板１３に対して回転させ、入力外輪１１からの回転
トルクの入力停止時にリターンばね４６の弾性復元力に
より入力外輪１１を逆回転させるように構成する。
【選択図】　　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　回転トルクが入力される入力側部材と、回転トルクが出力される出力側部材と、回転が
拘束された静止側部材と、前記入力側部材と前記出力側部材との間での係合および離脱に
より、出力側部材から逆入力される回転トルクの遮断と前記入力側部材から入力される回
転トルクの伝達とを制御する複数の係合子と、入力側部材と出力側部材との間で前記係合
子を保持する保持器とを具備した逆入力遮断クラッチであって、
　前記静止側部材に対して摺動回転自在に取り付けられた制動部材と、前記入力側部材と
前記制動部材との間に設けられた弾性部材とを備え、制動部材に対する入力側部材の回転
により前記弾性部材を弾性変形させ、弾性部材の弾性変形を維持した状態で制動部材を入
力側部材と一体的に静止側部材に対して回転させ、入力側部材からの回転トルクの入力停
止時に弾性部材の弾性復元力により入力側部材を逆回転させるように構成したことを特徴
とする逆入力遮断クラッチ。
【請求項２】
　前記弾性部材はＣ字状をなし、その両端部を径方向外側へ屈曲させた突片を有するリタ
ーンばねであり、前記制動部材はリング状をなし、前記リターンばねの突片が係止される
第１の突起を有すると共に、前記入力側部材の回転により入力側部材と当接する第２の突
起を有する摩擦板である請求項１に記載の逆入力遮断クラッチ。
【請求項３】
　前記弾性部材による入力側部材および制動部材の復元トルクは、静止側部材に対する制
動部材の摺動トルク以下に設定されている請求項１又は２に記載の逆入力遮断クラッチ。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、入力側部材から入力される回転トルクを出力側部材へ伝達する一方、出力側
部材から逆入力される回転トルクを遮断する機能を持つ逆入力遮断クラッチに関する。
【背景技術】
【０００２】
　例えば、駆動源から入力される回転トルクを出力側機構に伝達して所要の動作を行なう
装置として、駆動モータからの正逆方向の回転トルクを出力側の開閉機構に入力して、ド
ア開閉動作を行なう電動スライドドア装置や電動バックドア装置がある。
【０００３】
　この種の装置では、ドア開閉動作の途中で何等かの事情により駆動モータが停止した場
合、出力側の開閉機構から逆入力される回転トルクが入力側に還流すると、入力側機器に
損傷を与える可能性がある。そのため、出力側の開閉機構から逆入力される回転トルクを
入力側に還流させない機能を持った機構が必要になる。
【０００４】
　本出願人は、入力側部材から入力される回転トルクを出力側部材に伝達する一方、出力
側部材から逆入力される回転トルクを出力側部材の空転により遮断する機能を具備した機
構として逆入力遮断クラッチを先に提案している（例えば、特許文献１参照）。
【０００５】
　特許文献１で開示された逆入力遮断クラッチは、図７および図８に示すように、回転ト
ルクが入力される入力外輪１１１と、回転トルクが出力される出力軸１１２と、回転が拘
束された側板１１３およびカバー１１４と、入力外輪１１１と出力軸１１２との間に形成
された楔すきま１１５での係合および離脱により、出力軸１１２から逆入力される回転ト
ルクの遮断と入力外輪１１１から入力される回転トルクの伝達とを制御する複数の円筒こ
ろ１１６と、入力外輪１１１と出力軸１１２との間で円筒ころ１１６を保持する保持器１
１７とで主要部が構成されている。
【０００６】
　この逆入力遮断クラッチは、その主要部を構成する入力外輪１１１、出力軸１１２、側
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板１１３、カバー１１４、円筒ころ１１６および保持器１１７の他、入力外輪１１１と保
持器１１７との間に設けられたセンタリングばね１３７と、保持器１１７とカバー１１４
との間に設けられた摺動ばね１３８とを具備する。
【０００７】
　センタリングばね１３７は、出力軸１１２から逆入力される回転トルクを出力軸１１２
の空転により遮断するため、円筒ころ１１６を楔すきま１１５での係合状態から離脱させ
て中央位置に戻す機能を有する。また、摺動ばね１３８は、入力外輪１１１から入力され
る回転トルクを出力軸１１２に伝達するに際して、カバー１１４に対して摺動することに
より保持器１１７に回転抵抗を付与する機能を有する。
【０００８】
　以上のような構成を具備した逆入力遮断クラッチでは、入力外輪１１１から回転トルク
が入力されると、入力外輪１１１と、カバー１１４に対して摺動する摺動ばね１３８から
回転抵抗を受ける保持器１１７との間でセンタリングばね１３７が弾性変形する。このセ
ンタリングばね１３７の弾性変形により、保持器１１７の回転が遅れて入力外輪１１１と
回転位相差が生じる。
【０００９】
　その結果、円筒ころ１１６が入力外輪１１１と出力軸１１２との間の楔すきま１１５内
を周方向に相対移動して楔すきま１１５で係合する。この円筒ころ１１６の係合により、
入力外輪１１１から入力される回転トルクが出力軸１１２に伝達される。
【００１０】
　入力外輪１１１からの回転トルクの入力が停止すると、センタリングばね１３７の弾性
復元力により、入力外輪１１１を保持器１１７との回転位相差がなくなる位置まで逆回転
させる。これによって、円筒ころ１１６が入力外輪１１１と出力軸１１２との間の楔すき
ま１１５での係合状態を離脱し、その楔すきま１１５の中央位置に戻る。
【００１１】
　出力軸１１２から回転トルクが逆入力されると、出力軸１１２と入力外輪１１１との間
の楔すきま１１５の中央に位置する円筒ころ１１６が出力軸１１２および入力外輪１１１
から離脱した状態で保持されているので、出力軸１１２が空転し、出力軸１１２からの回
転トルクを遮断して入力外輪１１１に還流させないようにしている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１２】
【特許文献１】特開２００９－２１００２４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１３】
　ところで、特許文献１で開示された従来の逆入力遮断クラッチは、前述したように、電
動スライドドア装置や電動バックドア装置に組み込まれ、出力側の開閉機構から逆入力さ
れる回転トルクを入力側の駆動モータに還流させない機能を持つものである。
【００１４】
　このような逆入力遮断クラッチでは、例えば、図８の実線矢印で示すように、時計方向
の回転トルクが入力外輪１１１に入力されると、円筒ころ１１６の係合により、入力外輪
１１１から入力される回転トルクが出力軸１１２に伝達されてその出力軸１１２が時計方
向に回転する。
【００１５】
　一方、入力外輪１１１からの回転トルクの入力が停止しても、例えば油圧系統からなる
出力側の開閉機構に連結されている出力軸１１２とトルク伝達状態にある入力外輪１１１
に残留トルクが残っている場合がある。この残留トルクは、例えば油圧系統に基づく大き
なトルクである。残留トルクが入力外輪１１１に負荷されていると、センタリングばね１
３７の弾性復元力では、楔すきま１１５で係合状態にある円筒ころ１１６を解除するのに
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必要なトルクとして不十分である。
【００１６】
　そのため、入力外輪１１１を保持器１１７との回転位相差がなくなる位置まで逆回転さ
せることが困難となり、円筒ころ１１６が楔すきま１１５で係合した状態のままとなる。
この状態で、出力軸１１２に反時計方向の回転トルクが逆入力されると、駆動モータが停
止していても、入力外輪１１１も出力軸１１２と共に回転してしまうおそれがある。
【００１７】
　つまり、前述のような残留トルクが残っていると、出力軸１１２からの回転トルクの逆
入力時、出力軸１１２が空転せず、出力軸１１２からの回転トルクを遮断することが困難
となって入力外輪１１１に還流してしまい、駆動モータ等の入力側機器に損傷を与える可
能性がある。
【００１８】
　このような不具合を解消するため、駆動モータ等の入力側機器で入力外輪１１１を逆回
転させる手段を講じることも考えられる。しかしながら、このような手段を採用した場合
、入力側機器により入力外輪１１１を逆回転させるための逆転制御が必要となるため、そ
の逆転制御を実現するための設備費が高騰するという問題が生じる。
【００１９】
　そこで、本発明は前述の改善点に鑑みて提案されたもので、その目的とするところは、
入力外輪からの回転トルクの入力停止時、入力外輪に負荷された残留トルクを簡易な手段
により解除し得る逆入力遮断クラッチを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００２０】
　本発明に係る逆入力遮断クラッチは、回転トルクが入力される入力側部材と、回転トル
クが出力される出力側部材と、回転が拘束された静止側部材と、入力側部材と出力側部材
との間での係合および離脱により、出力側部材から逆入力される回転トルクの遮断と入力
側部材から入力される回転トルクの伝達とを制御する複数の係合子と、入力側部材と出力
側部材との間で係合子を保持する保持器とを具備した構造を前提とする。
【００２１】
　前述の目的を達成するための技術的手段として、本発明は、静止側部材に対して摺動回
転自在に取り付けられた制動部材と、入力側部材と制動部材との間に設けられた弾性部材
とを備え、制動部材に対する入力側部材の回転により弾性部材を弾性変形させ、弾性部材
の弾性変形を維持した状態で制動部材を入力側部材と一体的に静止側部材に対して回転さ
せ、入力側部材からの回転トルクの入力停止時に弾性部材の弾性復元力により入力側部材
を逆回転させるように構成したことを特徴とする。
【００２２】
　本発明では、入力側部材から入力される回転トルクを出力側部材へ伝達した後、入力側
部材からの回転トルクの入力停止時、出力側部材からの残留トルクが入力側部材に負荷さ
れていても、その残留トルクを弾性部材による入力側部材の逆回転でもって容易に解除す
ることができる。
【００２３】
　つまり、入力側部材からの回転トルクの伝達時、制動部材に対する入力側部材の回転に
より弾性部材を弾性変形させ、その弾性部材の弾性変形を維持した状態で制動部材を入力
側部材と一体的に静止側部材に対して回転させる。その後、入力側部材からの回転トルク
の入力停止時、弾性部材の弾性復元力により入力側部材を直接的に逆回転させる。このよ
うに、逆入力遮断クラッチの入力側に設けられた弾性部材を利用することで入力側部材を
容易に逆回転させることができる。
【００２４】
　本発明において、弾性部材はＣ字状をなし、その両端部を径方向外側へ屈曲させた突片
を有するリターンばねであり、制動部材はリング状をなし、リターンばねの突片が係止さ
れる第１の突起を有すると共に、入力側部材の回転により入力側部材と当接する第２の突
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起を有する摩擦板であることが望ましい。このように、弾性部材をリターンばねとし、制
動部材を摩擦板とした構成にすれば、逆入力遮断クラッチの入力側で、入力側部材を直接
的に逆回転させる構造を容易に実現することができる。
【００２５】
　本発明において、弾性部材による入力側部材および制動部材の復元トルクは、静止側部
材に対する制動部材の摺動トルク以下に設定されている構成とすることが望ましい。この
ような構成にすれば、入力側部材からの回転トルクの伝達時、制動部材に対する入力側部
材の回転により弾性部材を弾性変形させ、その弾性部材の弾性変形を維持した状態で制動
部材を入力側部材と一体的に静止側部材に対して回転させる一連の動作を容易に実現する
ことができる。
【発明の効果】
【００２６】
　本発明によれば、入力側部材から入力される回転トルクを出力側部材へ伝達した後、入
力側部材からの回転トルクの入力停止時、出力側部材からの残留トルクが入力側部材に負
荷されていても、その残留トルクを弾性部材による入力側部材の逆回転でもって容易に解
除することができる。
【００２７】
　その結果、出力側部材からの回転トルクの逆入力時、出力側部材からの回転トルクを確
実に遮断することができるので、入力側機器の損傷を確実に防止できて安全性および信頼
性の向上が図れる。また、入力側機器による入力側部材の逆転制御も不要となるので、設
備費の高騰を招くこともない。
【図面の簡単な説明】
【００２８】
【図１】本発明の実施形態で逆入力遮断クラッチの全体構成を示す断面図である。
【図２】図１のＡ－Ａ線に沿う断面図である。
【図３】逆入力遮断クラッチの全体構成を示す組立分解斜視図である。
【図４】入力外輪、リターンばねおよび摩擦板を示す拡大斜視図である。
【図５】図１のＢ－Ｂ線に沿う断面図である。
【図６】図５の状態から入力外輪が角度θだけ回転した状態を示す断面図である。
【図７】従来の逆入力遮断クラッチの全体構成を示す断面図である。
【図８】図７のＣ－Ｃ線に沿う断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２９】
　本発明に係る逆入力遮断クラッチの実施形態を図面を参照しながら以下に詳述する。
【００３０】
　以下の実施形態では、駆動モータから入力される正逆方向の回転トルクを出力側の開閉
機構に入力して、ドア開閉動作を行う電動スライドドア装置や電動バックドア装置に組み
込まれる逆入力遮断クラッチを例示する。なお、この逆入力遮断クラッチは、電動スライ
ドドア装置や電動バックドア装置以外の他の各種装置にも適用可能である。
【００３１】
　この実施形態における逆入力遮断クラッチは、入力側部材から入力される回転トルクを
出力側部材に伝達する一方、出力側部材から逆入力される回転トルクを出力側部材の空転
により遮断するタイプのものである。
【００３２】
　この実施形態の特徴的構成を説明する前に、逆入力遮断クラッチの前提となる基本的構
成について図１～図６を参照しながら以下に詳述する。なお、この基本的構成については
、図７および図８に示す従来の逆入力遮断クラッチと同様である。
【００３３】
　逆入力遮断クラッチは、図１～図４に示すように、回転トルクが入力される入力側部材
である入力外輪１１と、回転トルクが出力される出力側部材である出力軸１２と、回転が
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拘束された静止側部材である側板１３およびカバー１４と、入力外輪１１と出力軸１２と
の間に形成された楔すきま１５での係合および離脱により、出力軸１２から逆入力される
回転トルクの遮断と入力外輪１１から入力される回転トルクの伝達とを制御する複数の係
合子である円筒ころ１６と、入力外輪１１と出力軸１２との間で円筒ころ１６を保持する
保持器１７とで主要部が構成されている。
【００３４】
　入力外輪１１は、駆動源である駆動モータのモータ軸（図示せず）が同軸的に取り付け
られる入力軸部１８と、その入力軸部１８から一体的に拡径して設けられた筒状の外輪部
１９とで構成されている。入力軸部１８の軸孔２０の内周面には、平行な二平面からなる
二面幅が形成されており、この軸孔２０に挿入されるモータ軸とトルク伝達可能な構造と
なっている。外輪部１９の内周面には、互いに逆向きに傾斜するカム面２１が周方向に交
互に設けられ、出力軸１２の円弧状外周面２２との間に周方向両側で次第に狭小となる楔
すきま１５が複数形成されている。
【００３５】
　出力軸１２は、出力側の開閉機構に連結される軸部２３と、その軸部２３から一体的に
拡径して設けられた内輪部２４とで構成されている。軸部２３の外周面には、平行な二平
面からなる二面幅が形成されており、この軸部２３に挿着される開閉機構とトルク伝達可
能な構造となっている。内輪部２４の円弧状外周面２２は、入力外輪１１の外輪部１９の
内周面に形成されたカム面２１とで複数の楔すきま１５を構成している。
【００３６】
　保持器１７は、フランジ部２５と、そのフランジ部２５から軸方向に一体的に延びる筒
状部２６とで構成されている。筒状部２６には、円筒ころ１６を収容するポケット２７が
周方向複数箇所に切り欠き状に形成されている。筒状部２６を入力外輪１１の外輪部１９
に収納配置すると共に、出力軸１２の内輪部２４を筒状部２６に収納配置することにより
、入力外輪１１のカム面２１と出力軸１２の外周面２２との間で形成された楔すきま１５
に円筒ころ１６が配置される。この実施形態では、円筒ころ１６の数を８個としているが
、その数は任意である。
【００３７】
　なお、出力軸１２の内輪部２４には、モータ軸の先端の円柱部（図示せず）が嵌め込ま
れる孔２８が設けられている。これにより、入力外輪１１と出力軸１２とがモータ軸を介
して同一軸心回りに回転可能となっている。
【００３８】
　側板１３は円盤状をなし、その中央部位に軸方向に突出する筒状部２９を一体的に有す
る。この筒状部２９には、入力外輪１１の入力軸部１８が回転自在に挿入されている。側
板１３の外周縁部には、径方向外側に延在する３つのフランジ部３０と、軸方向に屈曲し
た複数の爪部３１とが設けられている。フランジ部３０には電動スライドドア装置や電動
バックドア装置への取付孔３２が形成されている。この実施形態ではフランジ部３０の数
を３つとしているが、その数は任意である。
【００３９】
　カバー１４はカップ状をなし、入力外輪１１の外輪部１９、保持器１７、円筒ころ１６
および出力軸１２の内輪部２４が収容される大径部３３と、その大径部３３から軸方向に
一体的に延びる小径部３４とで構成されている。小径部３４には、焼結含油軸受３５が嵌
め込まれ、この焼結含油軸受３５で出力軸１２の軸部２３を回転自在に支持している。大
径部３３の外周縁部には、複数の切り欠き凹部３６が形成されている。
【００４０】
　側板１３の爪部３１は、その先端部が二股状をなし、カバー１４の大径部３３の対応す
る切り欠き凹部３６に挿入され、その切り欠き凹部３６から突出する二股状先端部を外側
へ加締めることにより、側板１３とカバー１４とを一体化している。この実施形態では、
側板１３の爪部３１を、隣接するフランジ部３０間に２箇所ずつ形成し、その数を合計６
つとし、これに対応させてカバー１４の切り欠き凹部３６の数を６つとしているが、その
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数は任意である。
【００４１】
　この逆入力遮断クラッチは、前述した主要部を構成する入力外輪１１、出力軸１２、側
板１３、カバー１４、円筒ころ１６および保持器１７の他、入力外輪１１と保持器１７と
の間に配設されたセンタリングばね３７と、保持器１７とカバー１４との間に配設された
摺動ばね３８とを具備する。
【００４２】
　センタリングばね３７は、Ｕ字状の板ばねで、その両端部３９を入力外輪１１の外輪部
１９の孔４０に挿入すると共に、彎曲部４１を保持器１７の筒状部２６の切り欠き凹部４
２に挿入することにより組み付けられる。これにより、入力外輪１１と保持器１７とがセ
ンタリングばね３７を介して連結され、保持器１７が円筒ころ１６を楔すきま１５の中央
位置に保持する。この実施形態では、センタリングばね３７の数を２個としているが、そ
の数は任意である。
【００４３】
　摺動ばね３８は、断面円形の線材からなるＣ字状ばねで、その両端部４３を径方向内側
に屈曲させた形状をなす。この摺動ばね３８は、保持器１７のフランジ部２５の外周側に
配置され、その両端部４３をフランジ部２５の切り欠き孔４４に挿入して周方向に係合さ
せることにより組み付けられる。これにより、摺動ばね３８をカバー１４の大径部３３の
内側端面に接触させ、保持器１７と一体回転する時に、カバー１４に対して摺動すること
により保持器１７に回転抵抗を付与する。
【００４４】
　この実施形態における逆入力遮断クラッチの前提となる基本的構成は、前述のとおりで
あるが、その基本的構成に付加した特徴的構成を以下に詳述する。
【００４５】
　この実施形態の逆入力遮断クラッチは、図１、図３および図４に示すように、側板１３
に対して摺動回転自在に取り付けられた制動部材である摩擦板４５と、入力外輪１１と摩
擦板４５との間に設けられた弾性部材であるリターンばね４６とを備えている。
【００４６】
　摩擦板４５は、リング状帯板部材で、その外周縁部の周方向２箇所に軸方向に延びる第
１の突起４７を形成すると共に、外周縁部の周方向１箇所に軸方向に延びる第２の突起４
８が形成された構造を有する。第２の突起４８は、２つの第１の突起４７間の周方向中央
位置と１８０°反対位置に設けられている。
【００４７】
　この摩擦板４５は、側板１３の筒状部２９に嵌め込まれ、その筒状部２９の環状溝４９
にウェーブスプリング５０を嵌合させることにより取り付けられている。このウェーブス
プリング５０のばね荷重により、側板１３に対して摩擦板４５を弾性的に押圧して摺動回
転可能としている。なお、この実施形態では、摩擦板４５の取り付け手段としてウェーブ
スプリング５０を例示しているが、皿ばね等を利用した他の構造であってもよい。
【００４８】
　リターンばね４６は、断面円形の線材からなるＣ字状弾性部材で、その両端部を径方向
外側へ屈曲させた一対の突片５１を有する。リターンばね４６は、入力外輪１１の外輪部
１９の軸方向端面に設けたばね保持部５２に取り付けられる。ばね保持部５２は、外輪部
１９の軸方向端面に一体的に突設された環状凸部５３からなり、その内周端面に凹溝５４
が形成されると共に周方向２箇所に切り欠き５５，５６が形成されている。
【００４９】
　リターンばね４６のばね保持部５２への取り付けは、以下のとおりである。つまり、図
５に示すように、リターンばね４６を外輪部１９の環状凸部５３の凹溝５４に嵌め込むと
共にその環状凸部５３の一方の切り欠き５５に一対の突片５１を周方向外側へ位置規制し
た状態で嵌め込む。この環状凸部５３の切り欠き５５の径方向外側に配置された摩擦板４
５の第１の突起４７間にリターンばね４６の突片５１の先端部を挿入する。摩擦板４５の
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第１の突起４７はリターンばね４６の突片５１の周方向外側で当接する。
【００５０】
　このようにして、摩擦板４５と入力外輪１１とがリターンばね４６によりセンタリング
されている。また、環状凸部５３の他方の切り欠き５６に摩擦板４５の第２の突起４８が
配置される。リターンばね４６によるセンタリング状態において、摩擦板４５の第２の突
起４８は、環状凸部５３の切り欠き５６の周方向中央位置に配置されている。
【００５１】
　以上の基本的構成および特徴的構成を具備した逆入力遮断クラッチの動作例を以下に詳
述する。
【００５２】
　駆動モータの作動により入力外輪１１から回転トルクが入力されると、基本的構成にお
いて、入力外輪１１の外輪部１９の孔４０および保持器１７の筒状部２６の切り欠き凹部
４２にセンタリングばね３７が挿入されていることから、入力外輪１１と、カバー１４に
対して摺動する摺動ばね３８から回転抵抗を受ける保持器１７との間でセンタリングばね
３７が弾性変形する。
【００５３】
　ここで、摺動ばね３８をカバー１４に対して摺動させるのに必要な摺動トルクは、セン
タリングばね３７を弾性変形させるのに必要な力よりも大きく設定されている。そのため
、このセンタリングばね３７の弾性変形により、入力外輪１１の回転に対して保持器１７
の回転が遅れ、保持器１７と入力外輪１１との間に回転位相差が生じる。
【００５４】
　その結果、円筒ころ１６が入力外輪１１と出力軸１２との間の楔すきま１５内を周方向
に相対移動して楔すきま１５に係合する。この円筒ころ１６の係合により、入力外輪１１
から入力される回転トルクが出力軸１２に伝達される。
【００５５】
　そして、入力外輪１１からの回転トルクの入力が停止すると、センタリングばね３７の
弾性復元力により、入力外輪１１を保持器１７との回転位相差がなくなる位置まで逆回転
させる。これによって、円筒ころ１６が入力外輪１１と出力軸１２との間の楔すきま１５
での係合状態を離脱し、その楔すきま１５の中央位置に戻る。
【００５６】
　一方、出力軸１２から回転トルクが逆入力されると、出力軸１２と入力外輪１１との間
の楔すきま１５の中央に位置する円筒ころ１６が出力軸１２および入力外輪１１から離脱
した状態で保持されているので、出力軸１２が空転し、出力軸１２からの回転トルクを遮
断して入力外輪１１に還流させないようにしている。
【００５７】
　以上の基本的構成の動作に付加して、この実施形態の逆入力遮断クラッチでは、その特
徴的構成において、入力外輪１１からの回転トルクの伝達時、摩擦板４５に対する入力外
輪１１の回転によりリターンばね４６が弾性変形する。リターンばね４６による回転トル
クは、摩擦板４５による摺動トルクよりも小さく設定されていることから、入力外輪１１
が角度θだけ回転するまでは、摩擦板４５および側板１３に対して入力外輪１１のみが回
転する。
【００５８】
　図６に示すように、入力外輪１１が図中実線矢印方向に角度θまで回転すると、摩擦板
４５の第２の突起４８が入力外輪１１の切り欠き５６に当接する。これにより、入力外輪
１１が角度θ以上回転すると、その入力外輪１１の回転と共に摩擦板４５も側板１３に対
して摺動回転する。
【００５９】
　このようにして、リターンばね４６の弾性変形を維持した状態で摩擦板４５が入力外輪
１１と一体的に側板１３に対して回転する。摩擦板４５は、入力外輪１１を角度θだけ回
転させてリターンばね４６を弾性変形させ、その弾性変形を維持した状態で入力外輪１１
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【００６０】
　入力外輪１１から入力される回転トルクを出力軸１２へ伝達した後、入力外輪１１から
の回転トルクの入力停止時、出力軸１２からの残留トルクが入力外輪１１に負荷されてい
る場合がある。このような残留トルクが残っていると、センタリングばね３７の弾性復元
力では、楔すきま１５で係合状態にある円筒ころ１６を解除することが困難である。その
結果、入力外輪１１と保持器１７との間で回転位相差が生じたままで、楔すきま１５で円
筒ころ１６が係合した状態のままとなる。
【００６１】
　そこで、この実施形態の逆入力遮断クラッチでは、その特徴的構成において、入力外輪
１１からの回転トルクの入力停止時、入力外輪１１に残留トルクが負荷されていても、リ
ターンばね４６の弾性復元力により入力外輪１１を直接的に逆回転させるようにしている
。リターンばね４６の弾性復元力は、入力外輪１１を直接的に逆回転させるのに十分なト
ルクであるため、そのリターンばね４６による入力外輪１１の直接的な逆回転でもって、
楔すきま１５で係合状態になる円筒ころ１６を容易に解除することができる。
【００６２】
　ここで、リターンばね４６による入力外輪１１および摩擦板４５の復元トルクは、側板
１３に対する摩擦板４５の摺動トルク以下に設定されている。そのため、摩擦板４５は側
板１３に対して回転停止した状態で、入力外輪１１を摩擦板４５に対して逆回転させるこ
とができる。このように、逆入力遮断クラッチの入力側に設けられたリターンばね４６を
利用することで入力外輪１１を容易に逆回転させることができる。
【００６３】
　本発明は前述した実施形態に何ら限定されるものではなく、本発明の要旨を逸脱しない
範囲内において、さらに種々なる形態で実施し得ることは勿論のことであり、本発明の範
囲は、特許請求の範囲によって示され、さらに特許請求の範囲に記載の均等の意味、およ
び範囲内のすべての変更を含む。
【符号の説明】
【００６４】
　１１　入力側部材（入力外輪）
　１２　出力側部材（出力軸）
　１３　静止側部材（側板）
　１６　係合子（円筒ころ）
　１７　保持器
　４５　制動部材（摩擦板）
　４６　弾性部材（リターンばね）
　４７　第１の突起
　４８　第２の突起
　５１　突片
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